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６
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。
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３
月
2
0日
（
火
）
、
卒
業
し
た
の

は
、
男
1
0名
・
女
2
0名
の
計
3
0名
。

蓬
田
小
学
校
が

優
良
学
校
を
受
賞

第
4
7回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
に

お
い
て
、
蓬
田
小
学
校
が
優
良
学
校
を
受
賞

さ
れ
、
そ
の
表
彰
式
が
２
月
2
6日
（
月
）
、
青

森
市
の
国
際
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
交
通
安
全
教
育
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
教

育
と
交
通
事
故
防
止
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
こ
と
。
更
に
永
年
に
わ
た
り
、
村
交
通
安

全
協
会
の
交
通
少
年
団
と
し
て
年
３
回
の
マ

ス
コ
ッ
ト
配
布
等
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

表彰状を受ける塩谷校長
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お 知 ら せ
一
農

業

の
担
い

手

に
対
す

る
経

営
安

定

の
た

め

の
交

付

金

の
交

付

に
関

す

る
法

律
」
が
、
平

成
1
8
年

６

月
1
4
日

に
成

立
し

ま

し

た

。
こ

の

法

律

は
、
こ

れ
ま

で

の
全

て

の

農
業

者

を

一

律

的

に
対

象

と
し

品

目
毎

の

価
格

に
着

目

し

て

講

じ
て

き
た

対

策

を
見

直

し
、
1
9年

産

か

ら

担
い

手

に
対

象

を

絞

り
、
そ

の
経

営

全
体

の
安

定

を

図

る

施

策
（

品

目

横

断

的

経

営

安

定
対

策
）
に

転
換

す

る

も

の
で

す

。

こ

の
施

策

に

よ

る

交
付

金

に

は

、
生

産

条

件
不

利

補
正

対

策

交

付
金
（
対

象
品

目

は

麦

、

大

豆

）
と

収

入

減

少

影

響

緩

和

対

策

交

付

金

（

対

象
品

目

は

米

、
麦

、
大
豆

）
が

あ

り

、
い

ず

れ

の

加

入
対

象
農

業
者

も

、
認

定
農

業
者

（
４

ｈ

以

上

）
、
集

落

営

農

組

織
（
2
0
h
以

上

）

が
加

入

要

件

と
な

り

ま
す

。（
経

営

規

模
要

件

に
は

、
中

山

間

地

域

の

地

域

特

例

や

所

得

水

準
の
所
得
特
例
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
関
係
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

米
・
大
豆
の
加
入
申
請
手
続
き
の
受
付
け

は
、
1
9年
４
月
２
日
か
ら
各
地
の
農
政
事
務
所

で
始
ま
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

加
入
・
相
談
窓
口

東
青
・
下
北
地
域

↓

青
森
農
政
事
務
所

農
政
推
進
課
℡
０
１
７
‐
７
７
７
‐
3
5
1
2

相
談
窓
口

東
青
・
下
北
地
域

↓

同
青
森
統
計
・
情

報
セ
ン
タ
ー
℡
０
１
７
‐
７
３
４
‐
5
5
5
1

ほ
か
、
市
町
村
・
農
協
・
担
い
手
支
援
協

議
会

仙
台
国
税
局
で
は
、
地
元
の
大
学
に
通
っ

て
い
る
方
、
首
都
圏
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
公
務

員
を
目
指
す
方
な
ど
、東
北
の
風
土
に
慣
れ
親

し
ん
だ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

今
回
募
集
を
行
う
の
は
、
試
験
内
容
が
大
学

卒
業
程
度
の
「
国
税
専
門
官
」
で
す
。

○
受
験
資
格

１
　
昭
和
5
3年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
6
1年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
　
昭
和
6
1年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
揚
げ
る
も
の

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
2
0年

３

月

ま

で

に

大

学

を

卒

業

す

る

見

込

み

の

者

（

２

）
人

事

院

が
（

１

）
に

揚

げ

る

者

と

同

等

の

資

格

が

あ

る

と

認

め

る

者

○

受

験

中

込

受

付

期

間

平

成
1
9

年

４

月

２

日

（

月

）
か

ら

４

月
1
3

日

（

金

）

ま

で

○

受

験

申

込

書

の

請

求

最

寄

り

の

税

務

署

、
仙

台

国

税

局

人

事

第

二

課

又

は

人

事

院

東

北

事

務

局

○

お

問

い

合

わ

せ

先

仙

台

国

税

局

人

事

第

二

課

電

話

０

２

２
－
2
6
3
1
1
1
1
1

（

内

線
3
2
3
6

）

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
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【
制
度
の
目
的
】

児
童
養
育
家
庭
の
生
活
の
安
全
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全

育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資
す
る
。

（
改
正
前
）

第
１
子
、
第
２
子
　

月
額
　

５
千
円

第
３
子
以
降
　
　
　

月
額
　

１
万
円

（
改
正
後
）

第
１
子
、
第
２
子
　

月
額
　

１
万
円
（
５

千
円
増
額
）

第
３
子
以
降
　
　
　

月
額
　

１
万
円
（
現

行
ど
お
り
）

【
所
得
制
限
】
　
　
　
あ
り

実
施
期
間
：
平
成
1
9年
４
月
１
日

現
行
の
児
童
手
当

対
　

象

小
学
校
修
了
前
の
児
童
ま
で

支
給
日

６
月
、
1
0月
、
２
月
の
８
の
日
。

※
た
だ
し
、
支
給
日
が
土
、
日
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
前
日
に
支
給
す
る
。

変
更
届

氏
名
、
住
所
、
金
融
機
関
名
及
び
口
座
番

号
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
下
記
連
絡

先
ま
で
来
庁
し
、
す
み
や
か
に
変
更
届
を

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
他
、
何
か
あ

り
ま
し
た
ら
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先
　
住
民
生
活
課
　
福
祉
班

電
話
　
２
７
－
2
1
1
1

青
森
県
電
気
機
械
器
具
製
造
業

最
低
工
賃
改
正
の
お
知
ら
せ

平
成
1
9年
５
月
１
日
よ
り
、青
森
県
電
気

機
械
器
具
製
造
業
最
低
工
賃
が
改
正
さ
れ
ま

す
。
青
森
県
の
最
低
工
賃
は
こ
の
他
、
和
服

裁
縫
業
最
低
工
賃
と
男
子
・
婦
人
既
製
服
製

造
業
最
低
工
賃
の
３
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
品
目
、
行
程
に
よ
っ
て
金
額
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
最
低
工
賃
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

情 報 局

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

1
9
年
４
月
２
日
よ
り

加
入
手
続
き
開
始

税
務
職
員
募
集
（
大
学
卒
業
程
度
）

児
童
手
当
制
度
の

改
正
に
つ
い
て



青
森
労
働
局
賃
金
室
　

℡
０
１
７
－

７
３

４
－
4
1
1
4

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

※
詳
細
は
青
森
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

老
齢
基
礎
年
金
繰
上
げ

請
求
は
慎
重
に

老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
、
6
5歳
か
ら
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
6
0歳
以
降
で
も

繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
受
給
年
金
に
よ
っ
て
一
定
割
合
で
年

金
が
減
額
さ
れ
、
6
5歳
以
降
も
減
額
さ
れ
た

年
金
を
一
生
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
繰

上
げ
支
給
）

ま
た
、
繰
上
げ
支
給
開
始
後
は
、
6
5歳
前
に

特
別
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給

が
止
ま
る
・
病
気
や
ヶ
が
で
障
害
者
に
な
っ

て
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
・
万

が
一
に
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
の
寡
婦
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

い
っ
た
ん
繰
上
げ
請
求
を
す
る
と
取
り
消

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
繰
上
げ
請
求

に
関
し
て
は
慎
重
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
学
生
の
方
が
在
学
期
間
中
の
国
民

年
金
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。
学

生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の
期
間
中
は
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
に
入
り
、万
が
一
の

障
害
や
死
亡
な
ど
の
場
合
に
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
は
、
大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
学
校
等
（
夜
間
制
・

定
時
制
・
通
信
制
を
含
む
）
に
在
学
す
る
二
十

歳
以
上
の
学
生
で
す
。

申
請
先
は
、
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
す
。
前
年
所
得
の
確
認
が
必
要
な
た
め
、
申

請
は
毎
年
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
国
民
年
金
窓

口
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
申

告
・
納
付
は
お
済
で
し
ょ
う
か
。

平
成
1
8年
度
確
定
保
険
料
・
平
成
1
9年
度
概

算
保
険
料
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
申
告
書
の
提
出
及
び
保
険
料
の
納
付

期
限
は
５
月
2
0日
（
平
成
1
9年
度
は
５
月
2
1

日
）
で
す
。

お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
等

で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
申
告
・
納
付
が
同
時
に
で
き
な
い
と

き
は
、
黒
と
赤
で
印
刷
さ
れ
た
申
告
書
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
又
は
青
森
労
働
局
へ
、

ふ
じ
色
と
赤
で
印
刷
さ
れ
た
申
告
書
は
青
森
労

働
局
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

青
森
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
（
０

１
７
－

７
３
４
－
4
1
4
5

）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、
４
月
中

に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
（
平
成
1
9年
５
月
発

行
）
を
各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し

い
電
話
帳
と
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
の
で
、
配

達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と
し
て
、
回

収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る

「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員
に
古
い
電
話

帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
後
日
改
め
て
回

収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
下
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
お
届
け
す
る

電
話
帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更
に
つ
き
ま

し
て
も
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

《
問
い
合
せ
先
》
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

電
話
　
0
1
2
0
－

５
０
６
－

３
０
９

新
し
い
救
急
車
を
配
置

３
月
８
日
（
木
）
、
中
央
消
防
署
外
ヶ
浜
分

署
長
と
担
当
職
員
が
役
場
を
訪
れ
、
新
し
い

救
急
車
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
救
急
車
に
は
、自
動
心
肺
蘇
生
器
、

救
急
用
人
工
呼
吸
器
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ

タ
ー
、
半
自
動
除
細
動
器
、
シ
ョ
ッ
ク
パ
ン

ツ
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
救
急
用
送
信
装
置
が
積

載
さ
れ
、
３
月
1
0日
（
土
）
か
ら
活
躍
し
て

い
ま
す
。

地
域
住
民
の
救
命
率
向
上
の
た
め
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
様
へ

学
生
納
付
特
例
の

申
請
は
忘
れ
ず
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話
帳

を
配
達
・
回
収
致
し
ま
す

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。(
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:

／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
　ａ
ｏ

m
ｏ

ｒ

ｉ
.

　
ｐ

ｌ
ｂ
.

　
ｇ

ｏ
.

　
ｊ

ｐ

／
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国
際
交
流
会
の
集
い

３
月
1
0日
（
土
）
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
英

語
指
導
助
手
の
ア
ビ
デ
ミ
さ
ん
、
会
員
、
児
童
等
が
参
加
し
、
蓬

田
村
国
際
交
流
会
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ビ
デ
ミ
さ
ん
は
、

ピ
ザ
と
ピ
ラ
フ
（
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
風
）
、
会
員

は
そ
ば
と
手
巻
き
寿

司
を
作
り
、
児
童
は
そ

れ
を
手
伝
い
ま
し
た
。

昼
食
後
、
カ
ナ
ダ
と

日
本
の
文
化

の
違
い

に
つ
い
て
、
ア
ビ
デ
ミ

さ
ん
よ
り
話
さ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

☆

天
位

３
年

清
水
梨
央
さ
ん

戸　 籍　 の　窓　 口

３月受付分

張 間　キ セ （長　　科 ９３歳）

お誕生おめでとうございます

お結婚おめでとうございます

おくやみ申し上げます

題 「　 出 発　 」 ス

タ

ー
ト

は

き
み

の
い

ま

い

る
と
こ

ろ
だ
よ

☆
地
位

☆
人
位

●
五
客

○
佳
作

児童川柳

二
年
せ
い
に
た
い
む
す
り
っ
ぷ
す
る
ん
だ
よ
　
　
　

１
年
　

細
谷
健
太

四
ね
ん
せ
い
ト
イ
レ
そ
う
じ
に
さ
あ
行
く
ぞ
　
　
　

３
年
　

武
井
彩
乃

出
発
す
る
ぞ
か
い
じ
ゅ
う
た
い
じ
に
い
こ
う
　
　
　

３
年
　
工
藤
光
彦

ど
こ
に
い
く
ど
こ
で
も
い
い
よ
し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
　
　

４
年
　

山
口
滉
大

あ
り
が
と
う
つ
ぎ
の
こ
と
ぱ
は
さ
よ
う
な
ら
　
　
　

５
年
　

若
佐
麻
美

出
発
は
海
の
む
こ
う
に
い
く
ん
だ
よ
　
　
　
　
　
　

３
年
　

奥
村
礼
人

ひ
こ
う
き
で
四
年
生
の
教
室
に
し
ゅ
っ
発
だ
　
　
　

３
年
　

加
藤
美
望

あ
と
す
こ
し
い
ち
ね
ん
せ
い
も
く
る
ん
だ
よ
　
　
　

１
年
　

伊
瀬
谷
る
み

あ
ぶ
な
い
よ
し
ゅ
っ
ぱ
つ
す
る
と
き
み
ぎ
ひ
だ
り
　

４
年
　

木
村
比
奈
子

ト
イ
ザ
ラ
ス
は
や
く
い
こ
う
よ
お
か
あ
さ
ん
　
　
　

３
年
　

吉
田
小
夏

き
ょ
う
し
つ
か
わ
る
２
ね
ん
せ
い
に
な
る
よ
　
　
　

１
年
　

森
美
茉

こ
れ
か
ら
旅
に
で
る
か
ら
家
の
こ
と
た
の
む
　
　
　

４
年
　

川
崎
慎
平

だ
い
す
き
な
お
か
し
の
せ
か
い
し
ゅ
っ
ぱ
つ
　
　
　

３
年
　

小
鹿
玲
菜

卒
業
は
ゴ
ー
ル
じ
ゃ
な
く
て
出
発
点
　
　
　
　
　
　

６
年
　

越
田
恵

お
わ
っ
て
も
次
の
入
り
口
出
発
だ
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　

吉
田
智
晃

い
よ
い
よ
だ
春
へ
の
ひ
こ
う
き
出
発
だ
　
　
　
　
　

３
年
　

福
井
梨
乃

か
ぜ
な
お
し
さ
ん
ね
ん
せ
い
に
し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
　
　

２
年
　

坂
本
翔
太
郎

つ
い
に
ゆ
く
ゆ
め
の
ト
レ
イ
ン
し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
　
　

３
年
　

張
間
悌
旦

早
く
い
こ
う
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
な
い
と
お
く
れ
る
よ
　

２
年
　

稲
葉
れ
い
ら

出
発
だ
！
み
ら
い
が
ま
っ
て
る
た
の
し
み
だ
　
　
　

３
年
　

小
松
愛
可

ぼ
う
け
ん
に
勇
気
を
出
し
て
し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
　
　
　

３
年
　

太
田
隆
一

し
ゅ
っ
ぱ
つ
は
自
ぶ
ん
の
ゆ
め
に
む
か
っ
て
く
　
　

４
年
　

稲
葉
亮
太

人口と世帯数

3月3

1日

現在 前月比

総人口 34

31

人 (-

8)男 16

20

人 (-

3)女 18

11

人 (-5

)難帯数 11

46

戸 (+

4)

坂 本 大誠
怒 りまい 昭　　博

紗　　香
男

小 鹿 亮 太

阿 部 佳奈子 (岩 手 県)

工 藤 あ い ８５歳j

小 猿　ツ エ （郷　　沢 ７６歳）

牧 野　一 雄 （瀬 辺 地 ７４歳）

末 位 応 雑 修 の 1 車 で は 糞 質 の

舳 4 魑 采 緬 面 議 従 1

1右 光 る 句 で す 琵 梨 央 窈 寿 の 考 汗

え が に じ み 出 で い て 素 曉 ち じ

い な 　 Ｅ 　
言 　 　 説

示

ｙ 　 　 　 　

１

冫 ･ . I - I - ･ I∴ ･ . 丶 ' . ' . : … …… : . I ･ : j - l ･ : - : -χ - : , - ; ･ :…… ; . I . I  . ･
¶■ r¶ . ･ ･ . |■ I ･ . I¶ ･¶ .

… … … … … : ･ y ･ : ･ : ･ .`･ :… … : ･ : ･ :… …… : ･ ･ : ･ ･ ･ : . I ･ : ･ : ･ . ･ : ･ : ･ : ･ . : ･‘ ･ : ･ : - l - : - : - : - - : - :一

地 位 ぬ 年 生 徙 な 惑 j l 牋 年 挫

に 出 発 』 卜 と い う 怨 が 多 い 法

1 1 1 r - r - r ●‥ ‥ , - , ･ I I I . ･ ･ ∴ ' . A ■ - I¶ . - . - . - . - l , . - |  -■ - ■ |¶ ･¶ , ･ . -¶ , l ,¶ ･ l , l¶■ I ･¶■¶ ･ I ･ . I  ･ . | . , ･ . I ･ ,  l .■■ . , ･ ･ . ･ ･ , . | ･ . ･ , ･ |  . ･ , . ･ ふふ ･ , . ･  ･ .¶ . ･  | .■ . - . ･ . - . r ･
け ん 麭 若 め F 夕 扉 ム ズ リ ] ﾀ ﾌ ﾟ j

は 嬢 支 い で 右 時 限 の 違 う 意 味 |

を 持 う 1 で 叉 時 瞿 す 訟
百

万

１

入 位 | 彩 乃 嶷 ん は 乾 い た 茹 鰕

･ . | .■¶ . | . - . - . - . - . - - ■ I -
■
… …… …… ; …… … … … …… … …… … … … …… … … …… , . -  - ･  . - ･ . - - . -  - . - ･ , - - - . -  - ･  . -  - . - . - - . - . -  I…… … : ･丶

丶…… …… . I . -¶ . - ,¶ . r - ･ . -  - . - a - l - ' .‘ ･ : …… … l , - ;… … ; - : …… … … …… … … … … ……… . - - . - . - . - . - ･ . - I - . - . - . - ･ .¶ | - . - = - ･  . - . - . - . - ･ . - , - ･ . - . - . - - I l , - . ,■ - . - . , ･ . -■ I
ね

]

目

,

で 進 級 を 見 づ め て い ま ず 雲

| r
出 丿発 生 と い う 題 忿 ] 『 , ト イ レ 掃

除 j ﾌ ﾟ を 句 の 屯 に 持 ち 込 む す ご

ｰ
■¶ ･¶ ･■ , ･  I . ｢｀ . I .` I r l ･  I`‥ 7 7 1 ' I ' . ¶ - r l . r , . I .¶ . I■¶ . I I ¶ ･ |¶ | ･ , l l  l ･ | - | | ･ |  ･ | |  ･ I - . r . - . . - - - . -  - ･  . r . - .¶ . r - - ･ , r l - . - ,¶ . - . - . -■ - , - I - . - I - I I I - . - I - . - , - . -■ ･ I -¶ ･¶ I
さ に は 脱 帽 ﾔ ぐ ず 冫 千 １ 　 　

言

百

二 文 学 や 音 楽 米 美 術 は 相 手 に 三

=

強 ≪ 訴 え る 何 か が な い j と 鑑 賞
白

し て も ら え ま せ ん J ﾐ , 特 に 川 柳 1 と

は ] 4 ] 訛 音 と 冊 う 小 さ 1 な λ れ 物
二

窓 ず か = ら そ め : さ ど に 充 分 気 を ヅ

盾 岫 叭 韲 裃 飢 二ば 索 尚 , . に 賍 匸 う .
二 1 1 1 1 1

1お か秡簗う 倉淵 柳枇

八 薙 む さIU 逅谿

選　謡
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